
 基本コンセプト：「電磁界融合学」の創出
①第一種の融合： 電磁エネルギー機器、電磁界応用、電磁材料の各領域で、磁性体マルチ
スケール、電磁界マルチフィジックスによる融合学の創出。
②第二種の融合： 電磁エネルギー機器、電磁界応用、電磁材料の各領域間で「目的と手段」
の融合。

■ モータ駆動システムにおける磁性材料・半導体の融合学[1-4]

 材料の製造プロセスからその機器さらにはシステム応用まで一貫した融合学の創出

とそれによる小型高効率モータ駆動システムの実現。

電磁システム研究室
― 電磁界融合学による電気自動車の高効率モータ駆動システム技術を開拓 ―
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◆研究の背景と概要
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図２．モータ駆動システムにおける磁性材料・半導体の融合学
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１．材料特性を生かした電磁システムの環境負荷低減技術の研究[5-6]

・ 材料の持つ異方性特性を活かした新しいモータ（異方性モータ）およびアモルファスモータ

の研究を行う。

２．電気自動車をはじめとしたパワーエレクトロニクス・モータ駆動システムの研究[7-10]

・ パワーエレクトロニクス制御と合わせて、その電磁材料・機器への影響評価を行う。

モータシミュレータ, 電磁界数値解析,磁気計測

・ 上記研究テーマについて企業との共同研究及び社会人大学院生を積極的に募集中。
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◆研究室の保有技術と設備

◆関連文献

(a)

◆各研究テーマと成果

図４．インバータ励磁による電磁鋼板の鉄損増(a)
リニアアンプ励磁（従来）,(b)インバータ励磁

(b)

図５．インバータ励磁時の磁気特性の電力用半導体の影響:, 
(a)測定値, (b)PlayModel+Cauerによる解析結果

図３．材料特性を活かした異方性モータ、アモルファスモータの研究（引き摺り損）
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◆企業との接点、共同研究のご提案


